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NEσROSPORAに 関 す る 研 究'

(昭 和20年 九 州 戦 災 地 に 発 生 せ る)

第1報Sexualityに 就 て

中 澤 文 三 ・山崎何惠

Studies on Neurospora, grown on trunks of trees which 

   were burned by air raid fire, 1945, in Kyushu 

 Bunzo Nakazawa and Izue Yamasaki

Neurospora属 はShear及Dodge8)に よ りMoniliasit'ophilagroupの 有 性世代

の確認 に よつ て設定 せ られた.之 より先 に北島4・5)は 此 の有性世代 を観察 したが新属 の設

定 には至 らなかつた.本 属菌 はAscus内 に4個 又は8個 のAscosporeを 有 し,前 者 は

Homothallic,後 者 はHeterothallicの 種 で ある.Homothallicの 種 はMonosporoits

myceliumで よ く有性 生殖 を行ひ,peritheciumの 形 成 を途 げるが ,こ れ に反 しHetero・

thallicの 種 で はそのた めには相対性二菌株 の接合 を必要 とする.即 ちHeterothallcの

種 のAscosporeに は雌雄性 に相当する2型 が あると考 へ られ る.此 の性的 に相対的の

2型(A及Bと す)はAscus内 部 に於 て一定の排列 を為 してゐる.Wilcoxi1)はN.

sitoPhilaに 於 てAscus内8個 の排列 はA及Bが2佃 宛交互 になつ てゐる状態 を観察

し,A及B因 子 の分離 が第2回 目の核 分裂の際 に行はれたので あるとしてゐ る.一 方,

-Lindegren6) 一はA及B因 子の分離が此の様 に第2回 目の核 分裂 に於 て行 はれ るのは全体

の約15%に す ぎす,大 多数の85%の 場 合 は第1回 目に於て起 るので,Aが4箇,

Bが4箇 の如 く排列 してゐる と云 ふ.

本 属菌 は広範 に分布 してゐ る が,火 災後 に 他 の糸状菌 に優先 して 発生す るので特異で

あ る.

江 本 及徳 川9・1。),北島4・5)は1923年 東 京地 震後 の発生 を記載 した.1945年 米 国室軍 の焼

夷 弾に よつて火災 を発 した本邦 諸都市 に於て も焼木 上 に大発隼 したのが見 られた.本 属菌

が斯 の如 き場 所 に特異的 に発生す る事 実は後述 す るAscosporeの 発芽の條 件に関蓮 して

考 へ られる.即 ち,自 然界 に散布せ られて ゐるAscosporeが 常 温 にて は発芽す る事 を得

す,火 災時 に於 て受 ける熱が 発芽 の條 件に適合 する時 に直 ちに発芽繁殖 するので あ らう.

著 者等は戦 災地 に発生せ るNearosPora属 菌 株 を得,こ れ に就 きSexualityに 関 す

る二三の実験 を した.そ の結果 を形 態的及 び培 養 的性 質 に 照 し合はせてNourosPora

sitoPhilaに 一致 す ることを知つた.

の

1・ 菌 株1945年6月 ～9月 の間に各戦災地 よ夢得た菌株中,熊 本市 より得た

るもめ(採 取者藤井久雄氏に感謝す)に 多数のPeritheciumが 形成され,そ れよ り多数
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のAscosporeが 射 出 され てゐる状態 が見 られた.Perithecium内 に は多数 のAscusを

藏 し各Ascusは8個 宛 のAscosporeを 有 つ.Sexualityの検定 にはAscosporeの

単個培養 に よる 菌株 を必 要 とす るので,下 記 の 方法 によ り その分離培養 を試 み,4個 の

Ascusよ り総計32株 つ軍胞子菌 株 を得た.菌 株 にはAscusの 別 及Ascus内 の 列の順

位 を,頂 端 よ'り番号 を附 した.Ascusの 番 号 は,No.5,No.7,No.10;No.12,で あ る.

2.熱處理 によるAscosporeの 議 芽Shear及Dodge8)の 方法 で は発芽率の詳細

及Conidiaの 耐 熱性 の低限界 に就ては不明であ る.著 者 等は次記 の方法 に よつ てTable

1の 結 果 を得た.一

熱処理 の方法 小 硝子試験 管(9×65mm・)に 麹汁(ca.100,Ballg.)0.5cc宛 分

注,綿 栓 し常法 に よ り殺菌 し置 き単離 せ るAscosporeを とれ に接種 し各温 度 の温 水中に

150秒 保持 する.後 直 に冷 水中に て冷却 後,30℃ 恒 温器中に 置 く.'嘉 芽せ る もの は24

時 間経過せば液中 に菌糸 を認 め得 る.Conidiaは単離 せす一自金耳接 種 した.

Table1の 結 果 よ り:60℃150秒 の加熱処理 によれば,よ く100%に 近い 発芽率 を

確・保し得 られ,し か もAscospore単離 の際混 人の恐 あるConidiaを 死 滅せ しめて安 全な

る単離 拉 に発芽 を期待 し得 る.

 Table 1. Heat-treatment of Ascospore  and Conidia.

The sign + indicates that conidia germinated, the sign — negative results.

3.Ascospoieの単離Micromanipulatorを 使 用 した.Sexllalityの 実 験 に於 て

最 も注意すべ きは本 属菌株 の粉状 に して室 中に飛散 し易きConidiaが 操 作中に 混入 する

事で,不 知 の間 に混入 したConidia・ が 発芽繁殖 する時 は他 属の雑菌 混入 の時 と.は異 り認

知 す る事 は殆 ど不 可能で ある.'

しか るに前項 に蓮 べた如 くAscospore発 芽 のた めの加熱 処理 を行へば,混 入 のおそれ

あ るConidiaも 完 全 に死滅せ しめ得 る.

単離及培 養法.過 熱 に至ち ざる程度 に成熟 せるPeritheciumを 載 物硝子上 に探 り,

細 針 にてその外 殻 を破 り去 りAscusの 集 団 を取 り出す.ヒ れにグ リセ リンを滴 下し爾後

の操作 に便 な らしめる.Ascus集団中 よ り適 当な1個 を選取 し,と れ よ りAscosporeを

順 次 分離 する.引 続 いて熱処理 を施 された ものは数 日後 には液面上 に菌 体 を密 生 するに至

る.と れ をCornmealagar(corn509,agar209,tapwater1000cc)の 斜 面培

地 に移植 し,と れ を供試菌株 の原培 養 とした.
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4.菌 株 のSexualityAscospore単個 培 養 シこよ り得 た32株 は,伺 れ も単独 では

Peritheciumを 形 成せす,依 つ て これ等分離菌株 はすべ てHeterothallicで あ る事が予

想せ られ る.同 一Ascusよ り得 た る8菌 株 について,菌 株 相互の組合せの培養 に よ り

Perithecium・ 形 成の有無 を検 した結果 はTable2の 如 くで ある.

 Table 2. - Results obtained by mating in all possible combinations 
of eight haplonts for each ascus. ,Spores are numberd 

         in order of their position in the ascus.

Ascus ; No. 5 Ascus;  No. 7 Ascus; No. 10 Ascus; No. 12

The sign + indicates that perithecia were formed, the sign — negative.

以上の結果より各AScus共 に(1,2,3,4)と(5,6,7,8)と は相対性である事

を知る.相 対性の因子をA及Bと すればAscus内 に於ける両因子の排列はAAAA

BBBB又 はBBBBAAAAの 何れかである・斯の如きA及Bの 排列により'A

及Bの 分離が第1回 の核分裂の際に行はれた ものと考 へ られる.

ノ

5.Ascus内ICV;け るA及Bの 排列状態 前項の結果 よりは4個 のAscus胸 に

於 けるA及Bの 排列状態がすぺて同一・なるか否かは遽かに判断出来ない.各 ・ASCus内

のA及Bの 排列状態 を知るために次の如く異 るASCus相 互間に組合ぜの培養を行ひそ

の排列状態を知つた.
f

 Table 3.  Results obtained by mating in all combinations between two haplonts 

from'different ascus in the single perithecium. Spores are numbered 

         in order of their position in the ascus.

Ascus, No. 5 x No. 7 Ascus. No. 5 x No. 10



146

Ascus, No. 5 x No. 12 Ascus, No. 7 x No. 10

 The sign + indicates that perithecia were formed, the sign — negative results.

以上 の結果 よ りAscus,No.5,No.10,No.12は 何 れ もA及Bの 排列状態 は同一

で あ るが,No.7は 前3者 の場 合 と顛倒 して居 る事が知れた.即 ちNo.5,No.10,No.

12がAAAABBBBな らば,No.7はBBBBAAAAで あ る(Fig.1).

Fig. 1. Arrangement of opposite sex factor of ascospore in 4 asci. 

    Suppose black spore indicates A-sex, then white spore B-sex.

6.Perithecium形 成 に關與す るHormoneに 就 てMoreau及Moruzi7)は 標 記.

のHormoneが 存 在す と報 じ,Dodge3),Aronescui・2)は 此 の追試 をな して否定 した。著

者等は精確 に菌糸 の行動 を追 及 し得 る透 明な液休培養i基 による方法 で追試 した。即 ち炭素

源 と して濾紙 片 を用ひ る次 の如 き培養基 に よつ て ∬ 字 管培 養及相対菌株 相互 に異 性菌株

の培養 濾液(Berkefeldfilterに よる)を 添加 して培 養iする方法 によつ た.U字 管培養

はFig.2の 如 き方法で ある.
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OF A-
-STRAIN

BASAL 

MEDIUM

   Culture solution. 

(NH4)2So4 1,0 g 

K2HPO41,0 g 

MgSO47H20 0.5 g 

Distil. water 1000,0 cc. 

A piece of filter paper 
            as C-source.

                  Fig. 2. 

U-tube culture containing synthetic culture 

solution with filter paper as C-source. Growth 

of A and B strains were normal on each side 

but perithecium ( with asci ) formation was 

negative on both side..

結果,何 れ も菌糸 の生育及Collidiaの 着 生状態 は濾紙培養法 としては正常で あつたが,

Perit丘eciumの 形 成 は認 め られ なかつた.即 ちAとBと の相対性菌株間に て菌懸 の融合

が無 くてはPeritheciumの 生 成(胞 子 を持つた)は 見 られない.

術 この濾紙 片 を炭素源 とした合成液体培養基 では,AとBと の相対性 菌株が揃つk場

合 には 常用の玉蜀黍粉寒天上 に於 ける よ りも著 しく多量 に,か つ,連 かにPerithecium

(withasci)の 生 成 を見 られ る利 点が あるか ら所謂 胞子形 成 用の培地 として使用が可能

で ある.

摘 要

(1)戦 災 地 に発生 した 一Neurospora属 菌 株 の4個 のAscusま りAscosporeを 排 列

順位 を確 認 しつつ単離 し純粋 に培養 して総計32菌 株 を得 た.

(2)Ascosporeの 発 芽 に要 ナる熱 処理は60℃150秒 を最適 と認 めた.

(3)32株 はすべてHeterothallicの 種 で,各 株 の相対性 とその排 列状態 を知つた.

(4)Moreau等 が 提唱 したPerithecium形 成 に関与す るHormoneの 存 在は認 め ら

れ なかつた.
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(九州大学農学部農芸化学科資源微生物学研究室)

 Suminary 

1. Luxuriant growth of Neurospora was observed on burned tree trunks after 
the air raid fire, 1945, in Kyushu. 

2. Optimum condition for germination of ascospore of the Neurospora was to 
heat spOre at 60'C for 150 seconds and this heat -treatment proved to be 

   certain to kill an occasionally contaminatable conidia of this mold. 
3 . - According to morphological and cultural observations and besides Dodge's 

mating experiments, on which it is described in this report, the isolated 
sample was identified as Neurospora sitophila. 

4. As to the arrangement of opposite mating factor, A and B, of ascospores 
in 4 asci of, one perithecium, the perithecium formation experiment was 

   made by mutual mating in all possible combinations of 32 monosporous 
and heterothallic strains, grown from each isolated spore numbering in. 
order of position in ascus, and from the results it was determined as AAAA-

  BBBB and BBBBAAAA. 
5 . Existence of hormone which induces the perithecium (with asci) forma-

   tion between opposite mating myceliums in distance, proposed by Moreau 
   and Moruzi 1931, was not recognised by our experiments also. U-tube 
   culture, containing simple synthetic liquid medium with filter paper as 

   sole C-source, was used in order to follow exactly the growing mycelium 
   through the transpa rent liquid medium. 

6. This filter paper medium proved to be used as a sporulation medium of 
Neurospora, because when it is transfered from corn meal agar culture 
onto filter paper in the medium, the perithecium formation will occur 

   there more abundantly and speeildy than usual. 

( Laboratory of Zymology and Industrial Fermentation, Department of 
             Agricultural Chemistry, Faculty of Agriculture, Kyushu University)


